
後期ハイデガーに於 ける有 それ自身 と有るもの

清 水 大 介

§1有 と有 る もの
-序 一

に　

後 期に限 らず,ハ イデガーの思索 の基本的枠組 は,一 口に いうと,有(Sein)と 有 る

もの(Seiendes)と の区別づ け一 有論的差別(ontologischeDifferenz)で あ ると

い うことが できる。ハ イデガーは,「有 る」 ということが如何 なることかを,そ の根源の

深 みへ とどこまで も思索 した思想家 である。 しか もそれとと もに,彼 は,「有 るもの」 と

いう事象 が如何 なる ことかをも,ど こまで も現象に忠実 に追求 したのである。我 々はとも

すれば,こ の後者 の 「有 るもの」 の探求 を,前 者の 「有 る」 ということを考 えるための只

の出発点 と見倣 して軽視 しが ちであるが,実 際には両者 は深 く絡 み合 っている。 「有 るも

の」 の規定 の意 味に応 じて,有 の規定の意味 も変 って くるのであ り,逆 もまた然 りな ので

ある。ハ イデガーの思索 に於 て,そ してそれか らまたハイデガーの いう形而上学 の場合で

も,有 る ものと有とは,相 依相属 である。そ こで後期 ハイデガーは,両 者 を同一現象 に於

て,即 ち二重嚢(Zwiefalt)か らその覆蔵 された一重嚢(Einfalt)へ と,思 索することに
の

もなるのであるが,そ ういう見方 の萌芽 は,既 に前期 で出来 ているといえる。

とはいえ,両 者は,そ の対極性 に於 て夫れ夫れ独 自の規定 を持 っている ともいえる。有
くヨ　

の問 は,こ の対極 性 に於 て,「有 る」 ということを,向 かわれるべき只一つ の星 と して執

拗 にど こまで も根源 の深 みへと追求 したので あるが,そ ういう 「有 る」 とい うことに純粋

に焦点の絞 られたハ イデガーの眼射 しは,有 を,も はや有 るものとの直接的な一緒性 に於

て捉 えてい るとい うよりはむ しろ,有 るもの に於て働 いている 「有 る」 とい うことを,そ

の どこまで も遠い遠 さへと,そ れ自体 と して考察する ことに向けられてい るのである。 そ

の時,有 は何 か遠い神秘 の相貌 を帯 びて来 るとも言い うる。 しか し,そ の遠 い神秘 は,実

際 には有 るものの上 に現 に如実 に働 いてい るのであ る。(し か し,そ の場合,如 実 に働 く

「有 る」・.ということが,あ くまで遠 さである,換 言すれ ば 「覆蔵」(Verborgenheit)で あ

る とい うことに,注 意 しておかなければな らない)

この ように,ハ イデガーの思索 には,丁 度一枚の扉の裏表 のように,二 つの局面 が存す

る。表 は,有 る もの との相依相属 に於 て見 られ た有であ り,裏 は,そ れ 自体 と して考察 さ

れた有であ る。我々は,こ の二つ の局面 を,彼 の同一箇所 の改作 によって生 じた次の二つ

の命題 に認め ることができる。

「有の真性 には,有 は決 して有 るものな しに現 じない し,有 るものは有な しには決 して
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有る ことがない,と い うことが属 している」(『形而上学 とは何か』後語,第5版)

「有の真性 には,有 はなるほど有 るものな しで も現ずるかも しれ ないが,有 るもの は有
　

な しには決 して有 る ことがない,と いうことが属 している」(同 上第4版)

第5版 以降の改作 された記述 が,有 と有 るもの との相依相属 を述べているのに対 し,第

4版 の初 めの記述 は,有 が有 るものな しに現ず るとい う有 の無依存性 を述 べている。 この

後者 の記述 は,被 改訂の故 に没却 され能 わざる重要性 を持 っているのであ り,む しろこの

重要性 のために,ハ イデガーは誤解 を恐れて,表 現の水準 を低下 させたと考 え られるので
　

ある。

それでは,こ の二 つの局面 は,一 体如何 にして統一 された全体構造と して理解 されれば

よいのであろうか。有 それ自身は有 るものな しで も現 ずるとともに,有 るものな しで は現
く　　

じな い。 この有 それ 自身 の二 面的性格 は,有 るものの優位(Vorr .angdesSeienden)の

許 で は,隠 されう。それ は,有 る ものが,有 それ自身の方か ら 物(Ding)と して-

一見 られているのではな く
,他 の有 るものか ら区別 される有 るものの性質 ・限定の方か ら,

見 られているか らである。有 の有 るもの との相依相属 と無依存性 とが如何 に関 わるか は,

有 と有 るものとの区別 の問題 を前提す る。そ こで,我 々は,有 に於ける構造的差別 を明 ら

か にするために,有 と有 るもの とが夫れ夫れど ういう規定性 を持っているか を,問 題に し

て おか なけれ ばならない。 また,逆 も然 りである。

以上の ように,小 論の意図 は,ハ イデガーの有 それ自身 に於 ける差別の構造 を明 らかに

し,そ れ によって翻 って,有 るものの真の規定 を求 めようとする ものである。

§2形 而上学の有 とハ イデガーの有
　

ハ イデガーの有の思索 は,西 洋形而上学 との対決の中で遂行 されている。そ こで我 々は,

以 下 に於て,ハ イデガーの有 と有 るものとを,形 而上学の有と有 るものとに幾つかの諸点

で対比 させて,簡 潔 に明 らかに してお こうと思 う。

(1)形 而上 学が有 る ものの方か ら有 るものへ向か って有 を思惟 するの に対 し,ハ イデ

ガー はそれ 自身の方か ら有を思惟 する。

(2)形 而上学 は有 の脱去(EntzugdesSeins)無(Nichts)一 に命運 的に気 がつ

かないが,ハ イデガーはそ うではない。(有の忘却の根 本経験,転 回)

(3)形 而上学が主観 性の方か ら有 と有 るもの を思惟 するのに対 し,ハ イデガーは,開 け

(Lichtung)へ の脱 自・Ek-sistenz一 に於 て思惟す る。
　

(4)形 而上学 の確 実性 が,主 観性 のための確知性(GewiBheit)で あるのに対 し,ハ イ
　

デ ガ ー の そ れ は,開 けと現 前(Anwesen)と か らの 「信 頼 性」(Ver正aBlichkeit)で あ る。　
(5)形 而 上 学 の 思 惟 す る根 源 の 働 き は,惹 起(Wirken)a6tualitasとcausalitas,

さ ら にWilleで あ る が,ハ イ デ ガ ー の そ れ は,「 す る が ま ま に さ せ る」 ラ ッ セ ン

(Lassen)で あ る。 前 者 は有 る もの 相 互 の働 き 及 び主 観 の働 き か ら考 え られ て い るが,

後 者 は有 そ れ 自 身 の働 き と して考 え られ て い る。
ヴイルケン 　

(6)形 而 上 学 の 有 が,主 観 性 と連 関 した 惹 起 に よ る存 立性(Bestandigkeit)で あ るの

に対 し,ハ イ デ ガ ー は,そ う い う有 だ けで は,本 来 の有 は無 にな る と考 え る。 しか し,そ
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ロヨ

うい う無(真 有 の ヴ ェー ル)の 働 き が,ラ ッセ ンで ある 。
　

(7)形 而 上 学 は,頽 落(Ve・fallen)か ら有 を思 惟 す る。有 は,有 る もの の形 態

(Gestalt)や 見か け(Aussehen)と して考 え られ る。有 は,頽 落 に於 ける製作(Her-

stellen)-… πoEησ`9,creatio・ か ら,ま たさ らには確知性の ために,思 惟 されて いる。

それに対 してハ イデガーは,有 の脱去の深淵(Ab-grund)か ら,有 を思惟する。

(8)形 而上学 が,頽 落 に於 て確知性の ため に,有 るものを形態 ・見か け ・限定(性 質)

の方か ら考 え,従 って製作物(Herstand),対 象(Gegenstand),用 象(Bestand)と して

考 え,物 の根 源全体現象か ら考 えないのに対 し,ハ イデガーは,主 観 を脱 自した深淵 の底

か ら,世 界 との相即 に於 ける物の全体現象 と して,有 るものを考 える。

(9)形 而上学 に於 ける有 るものの優位 とは,形 態の優位の ことである。 そこで は,有 る

もの は,他 の有 るもの との 区別 に於 て考 え られ てい る-有 る もの 的差別(ontische

Differenz)--...。 そ れに よって,有 は有 る もの的 に思惟 される。凡て は有 るものにな る

とは,有 る もの的差別 か ら,即 ち形態等か ら見 られていることで ある。それに対 して,ハ

イデガーは,有 を有 る ものとの区別づ けに於て思惟 する 有論的差別一 。有 の優位 が

明白かつ端的 にいわれるのは,問 題 の第4版 の命題に於てである。

⑩ 形而上学が,頽 落的な製作 に於 て,有 るものの優位 か ら,即 ち形態等の優位 か ら,

エ セ ンチ アを成立 せ しあ,そ れに よって,'A一 λラθε`α(Un-verborgenheit)か らの有 る

とい う こと を,単 な る存在 の事実(エ ク システ ンチア)に 閉 じこ め,そ こか ら惹起性

(Wirklichkeit)も 成立 して来 るのに対 し,ハ イデガーは,こ の有 るとい う事実 を,無 と

いう現象 的否定性 の只 中で,そ の 内容充実へ と問 うていく。

⑪ 両 者の最根本 的 な相異 は,恐 らく有限性(Endlichkeit)の 解釈 の違 いに帰着す る

と思 われ る。形而 上学が,有 を,頽 落 に於て主観 の確 実性 の ために有 る ものの限定 ・性

質 ・形態 として,及 びそ うい う限定相互の働 きとしての惹起 と して考え るとき,そ してま

た惹起 か ら存 立性が さ らに確 保 され るとき(存 立性の さらな る確保 への意 欲),そ こには

特別 に解釈 され た有限性が前提 されている。この有限性 を前提 と して,製 作 とい うこと も

行 なわれるのである。 それ に対 してハ イデガーは,ラ ッセ ンの開 けの内に主観 を超克 して

脱 自するが,こ の開 けは,.存 立性 とそれへの意欲 とが支配力 を失 った無 の開けで ある。 し

か し,こ の無 には,有 の脱去覆蔵 という命運的な否定性 がつ きまとう。そ こでは別 「種」
お

の さらに根源 的な有 限性 が前提 されている。

§3ハ イデガーあ有 それ 自身についての補充的脱明

(1)無 。ハ イデガーのい う形而上学 は,存 立性以外の有を無 と見徹 し,無 にな らないよ

うに存立へ とます ます努力す るところに,本 質的 な性格 を持つ。主観的 な働 きと軌を一 に

して成立 して来 る存立性 に立脚す る形而上学 に於 ては,有 と無とは相容 れぬもの として対

立 する。これに対 して云 イデガーは,こ の無,即 ち覆蔵 され た覆蔵の内に,有 それ 自身 を

認 めるのである。言 い方 を換 えれ ば,そ の ことは,覆 蔵 ということが根本 的に有 それ 自身

に属 してい るとい うことが気づ かれたということである。エ センチ アの要 求するエ クシス

テ ンチ ア を,ハ イ・デ ガーの 有 そ れ 自身 は突破 す る。形 而上 学 の意 志 は,ゲ ラ ッセ ン
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(gelassen)せ られな ければな らない。そ うい う無 的な場所 は,も はや存立 的なものゐ滅

力 を失 った自由無擬 な空寂 の場所 である。但 し,そ こは何 も無 いとい う意味での虚無で は

ないのであ り,そ こではいわば無的 なもっと開かれた働 きが,ラ ッセ ンと して働 いてい る

の である。
ロむ

(2)ラ ッセ ン(Lassen)。 ラ ッ セ ン と は,Anwesen-1assen(現 前 せ しめ る こ と)の

1assenが 独 立 して い わ れ て 来 たの で あ り,惹 起 とは異 な っ た仕 方 で の 「す るが ま ま に さ せ

る」 と い う現 前 に対 して の 最 も強 い純 粋 な使 役 を意 味 して い る 。 そ の働 き は,>Esgibt

Sein,<(そ れ は 有 を与 え る.)と>EsgibtZeit.<(そ れ は 時 を与 え る)と に 於 け るGeben

(与 え る)と い う と も され,こ れ に準 じて>EslaBtSein.<(そ れ は有 をす るが ま ま に さ

せ る)と もい わ れ る。Esgibtと は,最 も深 い意 味 で の 「有 る」 とい う こと を示 して い る
。

ラ ッセ ンは,「 それ 」(Es)が 現前 を 「与 え る」 働 きな の で あ る 。

そ う い う ラ ッセ ンの認 容 的働 きは,も は や 有 る もの か ら有 る も のへ の 惹起(agere
,wir-

ken,erwirken)と は 見 倣 し難 い,固 定 的 存 立 性 の 方 か ら見 れ ば無 的 な働 きで あ り
,有 る

もの 的 な 因 果性 や 根拠 づ けの枠 内 に収 りえ な い働 き と考 え られ る 。か くな る ラ ッセ ンの働

き は,有 る もの に対 して は不 即 不 離 の 関 係 に あ る とい え る で あ ろ う。有 る もの は,こ の

ラ ッセ ンに よ る現 前 な しに は有 りえ な い。

し か し・
a,こ の 現 前 の ラ ・ セ ン が ・ 同 時 に,現 前 を 放 ち(・n・1asse丑1見 捨 て る

(delaisser)と い う仕 方 での 「す るが まま に させ る」 ラ ッセ ンで あ る こと に注 意 す る必 要

が あ る 。 ラ ッ セ ン は,脱 去 と い う否 定 性 が つ き ま と う が故 に
,無 的 な 働 き な の で あ る 。

「そ れ が 与 え る」 は,有 の 命 運(GeschickdesSeins)に 於 て ,そ れ 自 身 に と ど ま る
リ ノ

(6πoZη),脱 去 す る と い う性 格 を持 つ 。 ラ ッセ ンの 語 は,こ の二 つ の 趨 勢 を一 語 で謂 っ

て い るの で あ る 。後 に述 べ る よ うに,ラ ッセ ンは ,覆 蔵 と露 現(Entbergen)と の一 如 に

な っ た働 き で あ る 。
　

(3)開 け(Lichtung)。 そ う い う ラ ッ セ ン の 働 き か ら,先 空 間 的 な 場 所 性(vor -

raumlicheOrtschaft)と して の 時-空(Zeit-Raum)が 開 か れ る 。働 き が,そ の ま ま 場

所 に な っ て い る。 ラ ッセ ン と開 け と は,「 そ れ」(Es)を 別 に す れ ば,同 じ根 源 の脱 底 的

な(ab-grUndig)地 盤 で あ る。 そ れ は ,二 重 嚢 か らの 有 と有 る もの との 区 別 に於 け る 区

別 そ れ 自身 で あ る。
⑳ ソ

(4)遊 越(Spie1)。 また,そ ういう 「す るが ままに させる」 ラ ッセ ンの働き(有 るもの

的 区別 と存立性 とに捉 われ ざる,有 るものの方か ら見て無的 な働 き)は ,遊 ぶか ら遊ぶ だ

けの理由 なき(ohneGrund)遊 戯 であ るといってよい。但 し,そ れは,命 運 的歴史的な

遊戯 であることに,注 意せ られ なけれ ばな らない。同 じ遊戯 とい って も
,ニ ーチェのそれ

は,ハ イデガーは,存 立性の意志一 即 ち,カ への意志 と永遠回帰 であると見倣ヂ1

燗 は・死 を能 くする者(di・S…bli・h・n)一 前期 のF,eih,i,、umT。dぎLと して,

主観 性 を超克 して,脱 自的に究極的な ラッセンの遊戯 にゲ ラッセ ンされて いな ければな ら

ない。 しか し,こ のゲラ ッセ ンハ イ ト(Gelassenheit)は ,有 る もの的な惹起 によるので

はないか ら,「よ り高い行為」 と して,自 発性 の真正 の本 質である。そういう意味 で,世

界 一 時 一 空,ま た は時 一 遊 一 空(Z,i・ 一Spi。1-Ra講 ・は,死 を能 くす る 者 の 参 与
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を侯 っ て 初 め て映-遊(Spiegel-Spie1)し,.世 開 す る(welten)と い え るの で あ り,本

当 の物 は,そ こか ら同 時 に生 じて い る ので あ る。

か くな る遊 戯 は,ま た戦 い にρ`ζ)で あ る。 この 戦 い に脱 自 して い る こ と は,脱 底 的 な
セ　

深 淵 に 跳 び込 ん で(SprungindenAbgrund),そ こ を生 死 の 地 盤(Boden,aufdemwir

l。b,nund,t,,b。 詔 と し て い る こ と で あ り,遊 戯 の 賭 に か け ら れ て(。ufd,mSpi。1

gesetzt),犠 牲(Opfer)に なることなのである。

(5)思 索の途中性 と覆蔵。 ハ イデガーの思索 の道 それ 自身が,こ の覆蔵 をめぐる戦い

の 内にある。有 それ自身 の第一の規定 は,無 といわれる覆蔵で ある。それは,本 来的性起

(Ereignis)に つ ながる もの として構想 された と思 われる 「世界 と物」 に於て もな くなる

わけで はな く,む しろそれが あるか ら,「世界 と物」 は成 り立っているのである。ハ イデ
　

ガ ー の 思 索 は,開 けの,遠 さ(覆 蔵)の 近 く(FerneundNahe)に と ど ま りな が ら,エ
29βo

ス カ トンを持つ耐 え抜 きであ り,そ れへの予視(vorblicken)に すぎない。ハ イデガーの

思索 は,途 中的で あることを基本的性格 とする。 そ して,こ の途中性 に於 て,覆 蔵 はあ く

まで残 り,根 源の働 きは,常 に後 述する ような覆蔵 と露現の一如性 と して示 されて来 る。

そ ういう途中性 と覆蔵 とは,思 索す る者の能力の欠如 に基づ くのではな く,全 く有 それ 自

身(命 運)に 属 する事柄 なので ある。

有 る(現 前)と いうことに根本的 に覆蔵が属 していること(覆 蔵 と露現)と,思 索 の途
の

中性 と しての遠 さの近 くにとどまるということ(有 と思惟 との共属)と は,同 じ一 つの事

柄 である。

§4有 そ れ 自身 に於 け る差 別

問 題 と な る の は,「 覆 蔵 と露 現 」 の 「と」 の一 如 性 で あ る。 あ る い は大 雑 把 に い って,

「無 と有 」 の も は や有 で も無 で も ない 「と」 とい っ て も よ い。 この 「と」 は,下 位 の 水 準

に於 て,「 時 と有 」,「世 界 と物 」,「非 現前 と現 前」 の 「と」 に示 され ら 「と」 で あ り,さ

らに下 位 の水 準 に於 て,「 有 と有 る もの 」 の 「と」 に も通 じる 「と」 で あ る。

M・ ミュ ラー の 伝 え る 術 語 で 表 現 す る な ら,そ こ か ら形 而 上 学 の 有 る も の 性

(Seiendheit)エ セ ンチ ア とエ ク シス テ ンチ ア が い わ れ て来 る と こ ろの 二重 嚢 の

「有 と有 る も の」 の 「と」 で 問 題 に な っ て い る の は,「 超 越 論 的 差 別 」(transzendentale

Differenz)の 差 別 そ れ 自 身 で あ り,「 時 と 有」(あ る い は,以 下 に 示 す よ う に,「 世 界 と

物 」,「 非 現 前 と 現 前 」)の 「と」 で 問 題 に な っ て い る の は,「 超 越 付 帯 的 差 別 」

(transzendenzhafteDifferenz)の 差 別 そ れ 自身 で あ る。 後 者 の 「と」 は,ラ ッセ ン と し

て 「そ れ 」(Es)を 指 し示 して い る。 「覆 蔵 と 露 現 」 は,こ の 「そ れ」 の,そ れ 自身 を脱

去 せ しめつ つ,時 と有 を与 え る二 つ の 根 本 趨 勢 を意 味 して お り,そ の 核 心 で あ る 「と」 に

こ そ,「 そ れ 」 の 「そ れ」 た る所 以 が 言 い込 め られ て い る の で あ る。 この 「そ れ」 は,恐
　

ら く 「最 後 の神 」(derletzteGott)で あ る。 超 越 付 帯 的 差 別 の差 別 そ 燕 自身 は,「 超 越 的

差 別 」(transzendenteDifferenz)の 神 で あ る と思 わ れ る 。 そ れ に対 して,超 越 論 的 差 別

の 差 別 そ れ 自 身 は,時 乃 至 世 界 と し て の 開 け で あ り,こ の 開 け の 内 に 開 け を与 え る 「そ

れ 」 も含 意・さ れ て い るの で あ る。
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ハ イ デ ガ ー の い う 「有 そ れ 自身 」(Seins61bst)は ,多 義 的 で あ る。 そ れ は,真 有

(Seyn)と も有(S凄h)と も換 言 され る 。 そ れ らは,ほ ぼ 時 ・世 界 ・開 け に於 け るLas-

senの 働 き を意 味 して い る と考 え る の が,妥 当 的 で あ ろ う。 しか しま た,現 前 を指 す と と

れる場合 もある し,何 よ りも 「それ」(Es)の ことを謂っているとされる場合 もあ魂 広

義 の有 それ自身は,.こ れ ら三水準への方向性 を意味 しているの である。

そ ういう有 それ 自身 は,前 期 ハ イデガーの超 越論的立 場で は,「我 々の前一立(Vor一
お

stellen)に 向 けられ た側面」 と して しか示 されて来 なか った。 「時 と有」の問題性 には,

それ 自身 の方か ら示 され て来 るということが,必 要 である。それに よって,根 本問題であ

る 「覆蔵 と露現」 も,初 めて適切 に問題 とな しうるので ある。後期ハ イデガーは,一 層 現

象学的方法 に徹す るようにな る。 〔哲学 博士課程三回生〕

§5差 別 につ いての補充的説明
ノ ノ 　　

(1)9vσ`frcρvπ τεσθαtgcλεe.ハ イ デ ガ ー は,覆 蔵 と露現 と の 関 わ りを,ヘ ラ ク レイ ト

ス の 言 葉>9uσ`9'rcρv7rτ εσθαe9`λ ε2.<(Fr.123)に 託 し て思 索 す る。 そ の 言 葉 は,gbσ`9

開 現(Aufgehen)一 とκρ6πτεσθα`一 覆 蔵(Sichverbergen).一 と が,9tλ ε2v

即 ち 親 密 さ(lnnigkeit)に 於 て,一 如 で あ る こ と を 謂 っ て い る の で あ る 。 こ の

9vσ`9と κρひπτεσθα`との親 密 さは,δPμov`α(調 和)で あ る と同 時 に,詮 ρ`ぐ(戦 い)で あ

る 。覆 蔵 と露 現 と は,互 い に せ め ぎ合 い,そ の こと に よ っ て逆 向 きの 調和 が成 り立 っ て お

り,そ の よ う な も の と して,こ の戦 い に よ る調和 は,遊 戯 なの で ある 。 しか も,こ の 遊 戯

は,命 運 的 な ラ ッセ ンの 遊 戯 で あ る。 か く な る9eλε2Vは,「 覆 蔵 と 露 現 」 の 「と」 に あ た.

る と,我 々 は解 釈 す る 。
　

(2)世 界 と物 と の ア ウ ス トラー ク(Austrag)。 覆 蔵 と 露 現 と の親 密 な戦 い に於 て,世

界 と物 が ア ウ ス トラ ー ク され る。

ア ウ ス トラ ー ク の 語 は,「 差 別 」(Differenz)の ギ リ シア 語 動 詞 形 δ`αgEρε`レか ら考 え

られ て い る。 そ れ 故,ア ウス トラー クは,区 別 され る両 者 を担 いつ つ 繋 ぎ合 わ せ ,そ れ に

よ っ て 初 め て 区 別 し う る よ うな 区 別(auseinander-zueinandertragen)を 意 味 し,区 別

の成 り立 つ 根 源 を指 示 して い る 。痛 苦(Schmerz)・ 懐 胎(austragen)・ λ6γ09'等の意 味

が,そ こに 関 係 して 来 る。 そ うい う ア ウ ス トラ ー クか ら,世 界 と物 は性 起 せ しめ られ る。

ア ウ ス トラ ー ク は,第 一 に,世 界 と物 の ア ウ ス トラー ク で あ る(『 言 葉 』)。 しか し,そ

れ は第 二 に,有 と有 る も の と の ア ウ ス トラ ー クで も あ る(『 形 而 上 学 の 有 一 神-論 的 体

制 』)。 しか し,有 が世 界 に,有 る もの が 物 に 当 っ て い る わ け で は な い 。 む しろ,「 物 の 物

に鰭 こと(d・ ・Di・g・nd・・Di・g・・)か ら・初 め観 前 するものの現前 も興 槻 定 さ

れる」 有 と有 る ものとのアウス トラークの帰着する二重嚢(現 前する ものの現前)は,

世界 と物 のア ウス トラークの一重嚢(Einfalt)に 於 て,物 の側が,世 界 が覆蔵 され るこ
ヘ へ

とによって,形 而上学 の方へ展開 し始 めたものである。現前す るものの現前 の 「の」 は,

世界 乃至 開け とそこに於 ける働 きを意味 している。この意 味で,二 重嚢(パ ルメデスの
コ ノ

εov)は ,形 而 上 学 とハ イ デガ ー との分 岐点 で あ る と いえ る。

(3)時 と有 。 か くな る 「世 界 と物」 は,「 時 と有 」 に ほ ぼ対 応 す る 。既 に述 べ た よ うに,
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有(現 前)は 物 に対応 する。時 は,時 一 空乃至時-遊-空 と して,世 界 に対応す る。 「世

界 と 物」 の 「と」 と し て の ア ウ ス トラー ク は,「 時 と有」 の 「と」 と して の性 起
　

(Ereignis)に あ た る。

(4)非 現 前 と現 前(AbwesenundAnwesen)。 さ らに,時 は,現 在(現 前)の み な らず,

既 有 と将 来 と い う二 つ の非 現 前 に よ って 構 成 され る の で あ るか ら,「 時 と 有」 が,「 非 現 前

と 現 前 」 に ほ ぼ 対 応 して い る,と も い い う る。 現 前 は,到 来(Herkunft)と 去 り行 き

(Weggang)と の二 重 の非 現 前 の接 合(dieFuge)に 於 け る暫 時 の留 ま り(Weile)で あ

り,現 前 す る もの は,自 らの 現 前 に固 執 す る(beharren)こ と な く,そ こ を去来 して い か

な け れ ば な らぬ 。 そ の こと は,物 が露 現 と覆 蔵 との戦 い の調 和 の 内 に存 して い る こ と を示

唆 す る 。 この 非 現 前 と現 前 との 接 合 が,斉 合 性(derFug)と して,ア ナ ク シマ ン ドロ ス
.㈹ ノ

の δ`κηで あ る,と され る 。 「非 現 前 と現 前 」 の 「と」 と して のδεκηは,「 時 と有」 の 「と」

に あ た る と思 わ れ る 。

二 重 の 非 現 前 は,拒 絶(Verweigerung)と 留 保(Vorenthalt)と し て,覆 蔵 に か か わ

る が,こ の 関係 の究 明 は,今 は な さ れ な い。

以 上 の よ う に,「 世 界 と物 」,「時 と有 」,「非 現 前 と現 前 」 の三 つ の 「と」 の構 造 は,有

そ れ 自 身 に於 ける ほ ぼ 同 じ水 準 の差 別 の 構 造 を思 索 して い る,と い え る。
.ω ・,

(5)AoγOf。 か くの 如 き 「と」 は,さ ら にヘ ラ ク レイ トス のAoγ09で あ る,と され

て い る と思 わ れ る。 λ07'09;'の根 本 義 は,集 め る こ と(dieLese)で あ る。 集 め る の は,保

存 し(verwahren),守 る(wahren)た め に で あ る。 こ の 集 め 守 る こ とか ら,現 前 す る も

の は 現 前 す る。(そ こ か ら,λoγ09は,語 る と い う意 味 に も な る の で あ る)物 は,

AoγOfに よ っ て 守 り(Wahrnis)を 得 る。9eλ`α(親 密 さ)は,そ う い う恵 み か な え
ゆ ノ ゆ

(G6nnen)の 働 き で あ る。Aoγ09は,非 現 前 と現 前 との ア ウス トラー クで あ る 。 ラ ッセ

ンは,λo)'og・ 的働 き を持 つ 。

Aoγoぐ の 根 本 的 働 き は,物 が 物 に な る(Dingdingt.)こ と と,世 界 が 世 開 す る(Welt

weltet)こ と と の 双 方 に 示 さ れ る 。Aoγoeの 守 る 働 き は,一 方 で 物 が 世 界=方 域

(Geviert)を 集 摂 す る(versammeln=dingen)こ と と して,他 方 で世 界 が世 開 して物 を

恵 み か な え る こ と と して,ア ウス トラー ク に於 て示 され て い る 。ハ イ デ ガ ーの い う物 を真

に 理 解 す る ため に は,こ の 「世 界 と物 」 の一 重 襲(Einfalt)を 見 て と らね ば な ら ない 。
　

(6)形 而上学的 な有 なるものの規定 。露現 と覆蔵 との親密 な戦 いは,裂 け目(RiB)で

あ り,こ の痛苦 に満 ちた裂 け目に於 て,物 は物になる。「作品(Werk)と は,か の戦いを
　

戦 う こ とで あ る」 とい わ れ るの は,こ の意 味 に於 て で あ る。 そ れ と と も に,世 界 も,物 と

同 様 に,裂 け 目=ア ウス トラー クに於 て,性 起 せ しめ られ た もの と して,世 開 す る。'A-
ノ

ληθε`αのハ イ フ ンの繋 ぎ 目 に於 て,世 界 と物 と は現 ず る 。
ノ㈹

この裂 け目に於て,形 態(Gestalt,μoρ 卿)が 成立す る。 この形態 こそ,形 而 上学的な

有 るものの規定 といわれ るべ きものであ り,そ れによって,有 る ものの優位が成立す る。

形而上学が,頽 落 に於 ける製作 とい う観 点か ら有 るものの有 を思惟 するとき,こ の物の第

二次的規定か ら,従 って有 るもの的差別(有 るもの相互の形態に よる区別)か ら思惟 して

い るので ある。 そこで は,跳 び込まれるべき深淵(無)は,忘 却 されたままで ある。
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§6結 語

有が有 る ものな しには現 じないの は,「それ」 が物 を必要(Brauch)と してい るか らで

あ る。 その構造 を,ハ イデ ガーは,有 論 的差別 に於 て思索 し,そ れを我 々は今,不 十分 な
　

が ら検討 した。

しか し,有 るものな しで も,有 が現ずる場合 がある。それは,或 る意味で 「世界 と物」

に於 て ラッセ ンと して,さ らには 「それ」 として,示 されているが,し か し,命 運的 に

「それ 自体で」生起す るためには,エ スカ トンを待 たな ければな らぬことなのか もしれな
ヘ へ 　

い。「この真有 としての真有 は,差 別 以前 には性起で あり,そ れ故 に有 るものな しである」
ぜ も

〔哲学 学振研究員〕

一 註 「

(1)一 応,ハ イ デ ガー の 思 索 の 歩 み を,1936年 を境 に,前 期 と後 期 に分 けて お く。vgl.K.S.X皿.

Anm.4,ZSD.S.46,Wm.S.313,Rbm.a,S.316.Rbm.a,VS.S.104,etc…1936年 を 前 後 す る時 期

は,移 行 期(中 期)で あ る 。 申 期 と い う時 期 を特 に 固 有 に 設 定 す る こ とが,根 本 的 で あ り う るか ど

う か は,今 は留 保 す る。 そ の 他 の 時 期 区 分 と して は,初 期 が 明 らか に認 め られ る。 ま た,晩 期 を設

定 す る こと が で き る か も しれ な い 。

前 期 及 び 前 期 か ら後 期 へ の転 回(Kehre)に つ い て は,昭 和54年 度修 論 「ハ イ デ ガー の 有論 的差 別 に

つ い て」 で 取 扱 っ た 。

後 期 ハ イ デ ガ ー の 断 篇 的 著 作 群 か ら,思 索 の 基 本 構 造 を別 挟 しよ う と す る仕 事 は,労 多 き苦 難 の道

な の で あ っ て,小 論 は,よ うや く その 端 緒 に着 い た に す ぎ ぬ 。 極 度 に 圧 縮 され た 記 述 は,一 つ の 途

上 的仮 説 を呈 示 す る こ と だ け を 目的 と せ ざ る をえ な か った 。

(2)前 掲 拙 論 参 照 。(3)AED.S.7.(4)Wm.S.306,(5>Wm.S.306.Anm.

(6)こ の 箇 所 に つ い て は,レ ヴ ィ ッ トとM・ ミュ ラー と の 古 い 論 争 が あ った が,明 らか に後 者 に分 が

あ る 。

(7)NII.SS.411,421,458,486.

(8)も っ と;も,こ こで い う形 而 上 学 と は,ハ イ デ ガ ーの い う意 味 で の 形 而 上学 で あ る。 「実 際 の」 形 而

上 学 の 研 究 が,ハ イ デ ガ ー の 形 而 上 学 論 の研 究 と と もに 不 可 欠 で あ る が,今 後 の 課 題 とす る。 それ

は,果 た して ハ イ デ ガ ー の い う通 り の もの で あろ うか 。

(9)NII.S.422.(10)UK.S.30f.(11)NII.SS.414,446.

(1Z)bestandigは,NIIに 限 っ て も,次 の 箇 所 に見 出 さ れ る 。SS.106,164,190,217,223,230,270,290,

287,389,403,409,414,432,433,443,445,453,462,470.

(13)Wm.S.312,NII.SS.42,353.

(14)Wm.S.332,NII.S.378,VS.SS.12,100.

(15)こ の二 つ の有 限性 の 問題 につ い て は,博 士 課 程1年 次 の研 究 報 告 論 文 で 取 扱 っ た 。

(16)ZSD.S.40,Gel.S.35,UK.S.97,VS.SS.101-103.H(V).S.279.

(17)VS.S.103.

(18)且eidegger,QuestionsN,p.300.

(19)ZSD.SS.15f,71-80,EzHD.SS.56-59,UK.SS.56-60,97,VuA.S.258.

(20)SVG.S.188,IuD.S.58,AED.S.17,H(V).SS.13,16,24f,138f,SuZ(G).S.9.Rbm.c,UzS.

SS.153,214,235,WhD.SS.84,87,NI.S.333f,NII.SS.380-382,VuA.SS.178,251.

¢1)NII.SS.380-382.圃SuZ.S.266,⑫3)GeLS.35.⑫4)SvG.SS.109,129f,143,146,158,

UzS.SS.214f.258.㈱VuA.S.178.

12s)WhD.S.16f,IuD.SS.20,28,SvG.S.185.(27)WhD.S.16f.
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(48)

Gel.SS.44f,68,VuA.S.108,Wm.S.175,UzS.S.21,etc… ②9)Hw.S.327.(30)ZSD..S.57.

IuD.S.14ff.

M.Muller:ExistenzphilosophieimgeistigenLebenderGegenwart,3.Auflage,1964,S.66f.

0.Poggeler:DerDenkwegMartinHeideggers,1963,S.264.

Wm.S.334,ZSD.S.46.

Gel.S.50.
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Das Sein selbst und das Seiende 

    in Heideggers Denken 

         nach 1936

von Daisuke Shimizu

 Die Absicht dieser kleinen Abhandlung liegt darin, die Strukturen der "Differenz" 

des Seins selbst ans Licht zu bringen, und dadurch auch die echte Bestimmung des 

Seienden in Heideggers Denken zu suchen. Dafiir versuchen wir, erstens das Heideg-

gersche Sein selbst gegen die metaphysische Seiendheit in einigen HauptzUgen 
abzuheben (z. B. das Nichts gegen die Bestandigkeit, das Lassen gegen das Wirken, die 

VerlaBlichkhit gegen die GewiBheit, die Ek-sistenz (den Sprung) gegen die Subjektivi-

tat (den Verfall), die ontologische Differenz gegen die ontische, usw.), und dann im 
herausgehobenen Sein selbst die Strukturen der "Differenz" als "Zeit und Sein" (Ereig-

nis), "Welt und Ding" (Austrag) im Bezug auf den AOYOc, und "Abwesen und Anwesen" 

(3 #c7) aufzuklaren, die sich auf das Problem vom Sichverbergen-Entbergen des Seins 
selbst konzentrieren. 

  Aus diesen Strukturen her kann das Seiende erst als das "Ding" ursprunglich be-

stimmt werden, und auch die Bestimmung des metaphysischen Seienden als Gestalt 

herausgebracht werden. Zwischen der Metaphysik und Heidegger steht die Zwiefalt 

(eov) als Anwesen des Anwesenden. 
  Das metaphysische Sein und die abendlandische Geschichte dadurch ist fur Heideg-

ger nichtig. In diesem Nichts aber findet er das Sein selbst als das Lassen oder "Es 
gibt", worin das Ding erst west. Wir Menschen sind auch Dinge aus dem Grund des 
Ab-grundes. 

  Wegen der Schwierigkeit und Weitlaufigkeit der Problematik und der Unveroffent-

lichung . der wichtigen Texte des Heideggers nach 1936 ist dieser Aufsatz noch nicht 

vollstandig, sondern nur unterwegs. Uber die sogenante "Kehre" und sein Denken 

davor handelte meine Magisterarbeit in 1979.
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